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令和元年 10 月 1日

　　　　

　　　  令和に繋ぐ平和講演会
　～むかし絵でたどる福生の記憶～

8 月 15 日 ( 木 ) 実施

　福生市在住の窪田成司氏をお招きし、戦中か
ら戦後の体験を伺いました。また「むかし絵 ( 福
生の情景を描いた記憶画 )」を見ながら、当時の
記憶を交えて語っていただきました。

　　　　　　～　参加者の声　～

　今回の講演会で、改めて平和の大切さを考え
ることができました。私は戦争当時 10 歳でした
が、自分の体験と窪田氏のお話を重ね合わせな
がら聞いていました。窪田氏は当時14歳前後だっ
たと伺いましたので、学生の頃から気象部で通
信について学ばれていたのはすごいと思いまし
た。むかし絵についても当時を鮮明に記憶され
ていてすごいと思いました。むかし絵を見つつ、
半地下の兵舎の様子や多摩川沿いのお話を伺い
ながら、昔を思い出し、また新たな発見もあり
ました。
　このような講演会を通じて平和について考え、
福生の情景について語り継いでいくことは、非
常に大切な機会であると思いました。

No.158

　終戦から 74 年、時代が移り変わっても戦争の悲惨

さを忘れずに伝え、平和について、また命の大切さに

ついて考える機会を設けるために、公民館３館で夏に

実施している事業です。

公民館平和事業実施報告
　　　　　　白梅平和映画会
　 「ガラスのうさぎ  東京大空襲」
　

　昔ながらの 16 ミリ映写機を使って、平和につ
いて考える映画を鑑賞しました。
　高木敏子氏の著作『ガラスのうさぎ』が原作で、
著者の体験した太平洋戦争とその後の過酷な生活
をリアルにつづった作品です。
　戦争を体験した方や小学校の児童が参加して、
戦争について幅広い意見が共有されました。

　　　　　　　～　参加者の声　～　
・両親に聞けなかった戦争体験を映画によって学
　べる機会はとても貴重でした。
・戦争のシーンがとても恐ろしかった。また、生
　きる事がこんなにも辛い時代があったことを知
　ることができた。

　戦争の恐ろしさを伝え感じていただくため、市民活動
団体の方から写真パネルを借用して実施しました。当時
を知る方だけでなく、実際に戦争を知らない世代の方ま
で多くの方に立ち寄っていただき、戦争の悲惨さ、平和
について考えるきっかけに繋げることができました。

　　　　　　　　　～　来場者の声　～

　公民館サークル「朗読サークルわかば」の二人と大学
生による、『若者から若者への手紙 1945←2015』（出版：

ころから）の一部証言と手紙の朗読に始まり、講師にお
招きした『ルポ 土地の記憶―戦争の傷痕は語り続ける』
( 社会評論社 ) の著者でルポライターの室田元美氏から、
取材記録を交えた戦争の被害者と加害者双方の視点によ
る講話を聴き、平和を考える上での新たな気づきとなり
ました。
　その後、参加者は
３つのグループを作
り、感じたことなど
活発な意見交換を行
いました。

のお知らせ

「人生うたい語りのつどい」
　12 月 6日（金）午後１時 30分から
市民会館小ホール（つつじホール）で
開催します。ぜひご来場ください。

松林分館

「しかけ絵本づくり講座」

白梅分館
「エッセイ入門教室」

　「寿生きがいひろば」は、おおむね 60 歳以上の方の学び、生きがいづくり、仲間づくりを目的
とした交流の場です。本館、松林分館、白梅分館でさまざまな活動を行っています。
　３館合同の活動成果は、12 月 6日（金）の「人生うたい語りのつどい」で発表します。

本館

　今年も小田切先生のご指導で楽しく
練習しています。「人生うたい語りの
つどい」で練習の成果を発表します。

　11 月 1 日（金）から始まります！

相手に喜ばれる素敵な絵本の制作に

チャレンジ！「人生うたい語りのつど

い」に展示します。

10 月 4日 ( 金 ) から受付開始

※詳細は松林分館へ

「童謡・唱歌」

「幸せお手玉と巾着袋を作ろう」

「江戸芸かっぽれ踊り」
　かっぽれは江戸の伝統文化で、楽しく、

見て美しい粋な踊りです。歳を重ねて

も続けられるのが魅力です。

足腰を使い、健康的に楽しんでいます！

寿 生きがいひろば寿 生きがいひろば
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   本館

　エッセイの書き方を学んでいま
す。少しずつ先生からの課題も難
しくなってきましたが「人生うた
い語りのつどい」での舞台朗読に
向けて特訓しています。
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　四枚の布を縫い合わせて作ることで
幸せ ( 四合わせ ) を呼ぶといわれるお
手玉と巾着袋を作ります。
11 月 7日（木）からスタート♪
10 月 18 日 ( 金 ) から受付開始
※詳細は本館へ

松林分館

白梅分館

  「被害と加害が折り重なる戦争の記憶」
 　　　　　　　　　　　　　　　8月 17 日 ( 土 ) 実施

「ヒロシマ・ナガサキ　原爆と人間」パネル展
　　　　　　　　　8月 16 日 ( 金 ) ～ 9 月 1日 ( 日 ) 展示

　　　　　　　　　　　　8月 9日 ( 金 ) 実施

戦争の映画などがテレビで放映されていますが、現実
に戦争の体験の無い者は、映像や本のみで理解してい
るつもりになっています。このパネルを見て、改めて
戦争の悲惨さを思い知らされました。多くの方々に、
このパネル展を見てほしいと思います。

被害にあった人が書いた文章や死体の写真が生々し
かった。当時の事を知らないけれど、悲惨さが伝わった。

毎年、写真を見るたび心が痛みます。これからもこの
パネル展を続けてください。　

★本事業は市民活動団体「ドイツ平和村をサポートする会」
　と共催で実施しました。　
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